
平成24年１０月14日　市民講座　第２回「自分らしい生き方、考えてみませんか」

1

≪内訳≫　　 ● 市民 3名
● 福祉職 3名

質問 評価 人数
評価1（全くそう思わない）

評価２ 0
評価３ 0
評価４ 0
評価５ 1
評価６ 0
評価７ 0
評価８ 1
評価９ 3
評価10（とてもそう思う） 1
評価1（全くそう思わない） 0
評価２ 0
評価３ 0
評価４ 0
評価５ 0
評価６ 1
評価７ 0
評価８ 1
評価９ 3
評価10（とてもそう思う） 1
評価1（全くそう思わない） 0
評価２ 0
評価３ 0
評価４ 0
評価５ 1
評価６ 0
評価７ 1
評価８ 2
評価９ 0
評価10（とてもそう思う） 1

※問３は未回答１名

４．印象に残ったこと、ご感想、その他お気づきの点がありましたら、ご自由にお書きください。
〇 漠然として理解していたように思えたことも違う角度から再び考えられて良かった。
○ 生き方を支える、家族で支える 
〇 具体的なお話をたくさん聞くことができて良かった。
〇

○ 地域ケアの大切さ、人の死＝自分の死＝今の生き方につながっている等、改めて感じさせられた。
○

５．今後、この講座での企画内容や活動への期待、ご要望などお聞かせください。
○

○

○ 本日のような、和やかなお話の場は発言もしやすくまた次の機会が楽しみだ。
○ 事前指示、エンディングノートに興味がある。
○ 土、日の講座を希望する。
○ 医療制度の変遷、現場の具体的な「かせ」、医療者からの情報が欲しい。

参加者アンケート結果

1
本日の講演は
満足しましたか
（平均評価8.3）

2

本日の講演は
役に立ちまし
たか
（平均評価8.5）

アンケート回収６名

自分の事は、自分で考えないといけないとつくづく感じる。「よりよい死を迎える」為には、今を大切
にしないといけないと思う。

寄り添う・・・具体的に生活を共にすること、見えないつながり、連帯感。易しいことから優しく暖かく
なれるのだと気づかされた。

在宅療養に力を入れる方向になってきているが、現実的な問題点や医療や介護問題を探ることも
必要だと思う。（医療機関、事業所のばらつきなど）

難病を患い、治療も生きることも諦めている方をどう支えていくか（心をほぐしてくださるのを待って、
手立てを小出しして今は支えている）。

3

本日の講座を
あなたのご家
族、友人に知
らせたいと思い
ますか
（平均評価7.6）
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